
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県耕作放棄地対策協議会では、去る７月２９日に県農業総合センターにおい

て「耕作放棄地活用推進セミナー」を開催しました。当日は、県内の各地域耕作対

策協議会、農業関係団体担当者や農業者など約１４０名の出席がありました。 

 

基調講演では、 

平成 26年度耕作放棄地活用推進セミナーを開催しました。 

（株）鈴生 鈴木 貴博 社長 

左から、昭和村 本名産業建設課長、（株）吉野屋ファー

ム福島 森本社長、（株）鈴生  鈴木社長 

【基調講演】 

「農業を産業にしていきたい～みんなで日本

の農業を新しい形に」と題して、レタスと枝豆

の契約栽培をとおして、若者を雇用しての規模

拡大を行うとともに、この若者たちを農業経営

者として独立させている取り組み等について講

演をいただきました。 

今回、県内の（株）吉野屋ファーム福島の森本社長からは、生産者の立場と消

費者の立場を共有して取り組む企業活動について、また、昭和村の本名産業建設

課長からは、行政の立場で取り組んでいる新規就農者の受入体制についての事例

発表が行われました。 

その後、（株）鈴生の鈴木社長も交えての総合討議が行われ、それぞれの立場か

らみた耕作放棄地の魅力や活用方法等についての意見交換が行われ、普段、触れ

ることが少なかった企業の目線から見た農業経営についての認識を深めることが

でき、大変内容の濃いセミナーになりました。 

                                         

① 協議会の設立経緯 
本市では、耕作放棄地再生利用の支援及び担い手の育成確保を行う郡山市担い手育成総合

支援協議会を郡山市地域水田農業推進協議会に整理統合し、その後、平成２４年２月に「郡山
市農業再生協議会」を設立して、耕作放棄地の再生利用の支援を行っています。 
 

 
② これまでの取組状況 
県の「耕せふくしま！遊休農地再生事業」や国の「耕作放棄地再生利用緊急対策交付金」・

「被災者営農継続支援耕作放棄地活用事業」を活用し、平成２５年度までに約１０ｈａの耕作放

棄地の解消・営農支援を行いました。 

 ③ 特徴的な取組 
 市農業委員会及び協議会による農地パトロール等において、市内全域の耕作放棄地の状

況調査を行っており、定期的な農業相談会を実施するなどを積極的に耕作放棄地の解消活動

を展開しています。 

 ④ 今後の抱負・活動展開予定 
  今後も事業を積極的に活用し、耕作放棄地の解消及び担い手への支援となる取り組みを進

めていきます。 
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現
在
の
取
り
組
み
箇
所
は
市
内
三
十
三
カ
所
。
面
積
に
し
て
四
ヘ
ク
タ
ー
ル 

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。 

栽
培
自
体
は
、
改
良
点
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
経
営
の
柱
の

品
目
と
し
て
の
推
進
を
図
る
に
は
、
ま
だ
模
索
し
て
い
る
状
態
で
す
。 

 

今
後
、
栽
培
技
術
を
確
立
し
た 

段
階
で
、
よ
り
普
及
し
て
い
き
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
果
樹
だ
け
で
は
な
く
、 

防
潮
堤
や
公
園
樹
な
ど
の
需
要
も 

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
苗
木
育
成 

も
併
せ
て
農
地
の
活
用
に
繋
が
れ 

ば
と
思
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                                       

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔は、よく仕事でほ場（水田等）に出かけることが多かったのですが、また、１０年ぶりくらいに

ほ場等に出かける機会が多くなりました。昔と比較すると本当に農村の風景が変わってしまった

ように感じます。 

現場では、担い手不足の声がよく聞かれますが、そんな中でも前向きに取り組んでいる農家

の方（高齢者）の話を伺う機会があり、前向きに取り組むことの大切さを教えられました。 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

n os on sh ink o @pr e f . fu k ush ima . lg . jp までご連絡ください。 
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６
次
化
の
活
動
の
な
か
で
、
い
わ
き
市
に
お
け
る
水
産
資
源
を
活
用
で

き
な
い
か
と
「
ア
ン
チ
ョ
ビ
」
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
魚
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
と
も
地
元
産
で
製
造
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
は
、
平
成
二
十
一
年
に
発
足
し
、
平
成
二
十
五
年
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
（
会
員
数
三
十
名
）
と
な
り
ま
し
た
。
い
わ
き
で
の
栽
培
適
正
を
会

員
の
ほ
場
で
試
作
し
な
が
ら
確
認
し
、
平
成
二
十
三
年
に
平
赤
井
地
区
に

あ
る
耕
作
放
棄
地
二
十
五
ア
ー
ル
に
初
め
て
定
植
し
ま
し
た
。 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎  国の「耕作放棄地再生利用交付金」は、各地域での耕作放棄地解消の足掛かりとして有効な事業です。

現在、県協議会では、国からの交付金を基金として保有しておりますので、活用について、是非ご検討く

ださい。 

また、県協議会では、津波や原発事故による被害を受けた方が、耕作放棄地を利用して営農再開する取

り組みを支援する「被災者営農継続支援耕作放棄地活用事業」の募集も行っていますので、併せて、ご検

討いただければと思います。 

◎ 平成 26 年 10月 30日～31日の日程で、東北農政局主催の東北管内耕作放棄地解消事例発表会が盛岡市

で開催されます。他県での優良事例等を知る良い機会ですので、是非、ご参加ください。 

詳しくは、県耕作放棄地対策協議会、県農村振興課、各市町村の地域耕作放棄地対策協議会までお問い

合わせ願います。（東北農政局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ: http://www.maff.go.jp/tohoku/nouson/houkiti/index.html） 

   

 

にインタビューしました!! 
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耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
に
市
の
補
助
事
業
に

よ
り
二
十
五
ア
ー
ル
を
再
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
、
遊
休
ハ
ウ
ス
を
借
り
受
け
、
隣
接
す
る
ほ
場
も
含
め
、
苗
木
育
成
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
育
成
し
た
苗
木
を
会
員
の
ほ
場
へ
定
植
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
中
野
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
も
交
流
が
で
き
、
苗

木
を
育
成
し
て
も
ら
い
、
い
わ
き
市
内
の
ほ
場
で
植
樹
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
八
回
ほ
ど
重
ね
て
お
り
ま
す
。 

作
付
け
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
今
ま
で
の
改
善
策
も
含
め
、
排
水
対
策
や
土

作
り
が
重
要
な
た
め
、
今
後
、
技
術
確
立
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

左：理事長     松﨑康弘 氏 

右：栽培担当理事 舟生 仁 氏 


